
令和３年度 総合評価落札方式（特別簡易型）の試行に関する 

運用ガイドラインの一部変更について 

 

契約検査課 

 

【概要】 

令和３年度 総合評価落札方式（特別簡易型）を実施するに当たり、評価項目、配点等に

ついて、下記のとおり一部変更する。 

 

 

【変更内容】 

１．「企業の施工能力」項目の「工事成績」について 

（変更前） 

各工事の工事成績評定に A から E までランク付けし、そのランクに準じて総合評価で

も一様に平均値で加点、減点をする。 

 

 （変更後） 

市発注の同業種工事における事業者の工事成績評定点の過去３か年度の平均値が、市

全体の同業種工事における事業者の工事成績評定点平均値以上の場合に段階的に加点

し、著しく低い評定点がある場合に得点を減点する。 

 

 

２．「配置予定技術者等の能力」項目のうち、「過去１５年間における技術者の施工経験」に

ついて 

（変更前） 

・同種工事で主任（監理）技術者又は現場代理人として経験あり 

・類似工事で主任（監理）技術者又は現場代理人として経験あり 

 

（変更後） 

・同種工事で主任（監理）技術者、監理技術者補佐又は現場代理人として経験あり 

・類似工事で主任（監理）技術者、監理技術者補佐又は現場代理人として経験あり 

 

 

３．「配置予定技術者等の能力」項目のうち、「継続教育（ＣＰＤ）の取組」について 

（変更前） 

ア 評価基準は、入札公告日の前年度及び前々年度の 2 か年度における任意の１年間

において、各団体設定の１年間の推奨（目標）単位以上の単位取得がある場合に加

点評価する。 

 

（変更後） 

ア 評価基準は、入札公告日の属する前年度から起算して、過去 3 か年度における任

意の１年間において、各団体設定の１年間の推奨（目標）単位以上の単位取得があ

る場合に加点評価する。 

 



 

 

４．「企業の信頼性・社会性」項目のうち、地域密着「社員の新規雇用」について 

（変更前） 

ア 入札告示日の属する年度の前年 4 月 1 日から入札告示日までの間における、藤枝

市在住者等を新規正職員（満 40 歳以下）として継続雇用する事業者を対象とする。 

イ 学校卒業者とは、学校教育法第 1 条に定める中学校、高等学校、中等教育 学校、

大学（短期大学、大学院を含む。）及び高等専門学校等及び同法第 124 条に定める

専修学校のうち高等専修学校又は専門学校、並びに静岡県行政組織規則第 42 条に

定める静岡県立沼津技術専門学校、同清水技術専門学校、同浜松技術専門学校を、

当該年度の前年 3 月 31 日までに卒業及び雇用した者（卒業証書の写しにより確認

する）。 

 

（変更後） 

ア 入札告示日の属する年度の前年 4 月 1 日から入札告示日までの間における、藤枝

市在住者等を新卒又は新規正職員（満 40 歳以下）として継続雇用する事業者を対

象とする。 

イ 学校卒業者とは、学校教育法第 1 条に定める中学校、高等学校、中等教育 学校、

大学（短期大学、大学院を含む。）及び高等専門学校等及び同法第 124 条に定める

専修学校のうち高等専修学校又は専門学校、並びに静岡県行政組織規則第 42 条に

定める静岡県立沼津技術専門学校、同清水技術専門学校、同浜松技術専門学校を、

当該年度の前年 3 月 31 日までに卒業した者とし、新卒者とはこれらを満たし、当

該年度の 4 月 1 日までに雇用した者（卒業証書の写しにより確認する）をいう。 

 

 

５．「企業の信頼性・社会性」項目のうち、「技術者の育成」について 

（変更前） 

主任（監理）技術者又は現場代理人として配置あり。 

 

（変更後） 

主任（監理）技術者、監理技術者補佐又は現場代理人として配置あり。 

 

 

６．「企業の信頼性・社会性」項目の労働福祉「社員の障がい者の雇用状況」について 

（変更前） 

従業員 50 人以上の事業者については法定雇用率（２％）の達成、従業員 50 人未満の

事業者については正規雇用の有無により評価をする。 

 

 （変更後） 

静岡県経済産業部が所管している障害者雇用企業名簿における登録の有無で評価す

る。 

 

 

 

 



 

 

７．「企業の信頼性・社会性」項目のうち、地域貢献「災害協定の締結状況」及び「建設機械

の保有状況」について 

（変更前） 

災害協定の締結及び建設機械の保有状況は、単独の評価項目として、それぞれに加点

している。 

 

配点 災害協定の締結あり 

（水道夜間・休日緊急修繕維持待機当番協力事業者含む）  0.5 点 

   建設機械の保有あり                    0.5 点 

 

 （変更後） 

災害協定を締結している事業者及び水道夜間・休日緊急修繕維持待機当番協力事業者

について加点し、そのうち建設機械の保有状況により更に加点することとする。 

配点 災害協定の締結及び水道夜間・休日緊急修繕維持待機当番協力あり   

1.5 点 

   災害協定の締結又は水道夜間・休日緊急修繕維持待機当番協力あり   

1.0 点 

   更に建設機械の保有あり                                   0.5 点 

災害協定の締結なし                                  加点なし 

最大 2.0 点 

 

 

８．「企業の信頼性・社会性」項目のうち、地域貢献「災害対応に関する実動訓練等の活動状

況」について 

（変更前） 

ア 前年度において、建設業が所有する建設用機械や建設用器具（発動発電機、土嚢

等）または建設業としての知識技能等を活用し、屋内外で人や物を動かして行う訓

練を災害対応に関する実動訓練として加点評価する。 

 

（変更後） 

ア 前年度又は前々年度において、建設業が所有する建設用機械や建設用器具（発動

発電機、土嚢等）または建設業としての知識技能等を活用し、屋内外で人や物を動

かして行う訓練を災害対応に関する実動訓練として加点評価する。 

 

 

９．「その他」項目の履行状況「手持ち工事量」について 

（変更前） 

当該年度受注額を過去３年度の平均受注額で除した数値により評価している。 

 

 （変更後） 

当該項目を削除する。 


